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1

【プレーパーク事業・こども食堂支援事業】

プレーパーク事業は特区重点であり、昨年度、事業を決める時点

で３年という縛りがあって、今回募集をかけた時点で後２年と聞い

ているが、特区構想がなくなると、今後どのようになっていくのか。こど

も食堂支援事業についても、このような子どもの居場所づくりについ

ては特区構想が終われば終わりではなく、継続して行ってもらいた

い。

西成区特区構想において、西成区のイメージアップと子育て世代

の流入促進という点で、現在事業を行っている。ただし、かなりの予

算をかけているので、工夫も必要であるが、なくならないように今後

も継続して実施できるよう考えていくことが求められていると思ってい

る。

□元年度に対応

□2年度に対応（予定）

■引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

2

【こども生活・まなびサポート事業】

　すごく予算がかかるが、できれば全校区に行ってもらいたい。

こども生活・まなびサポート事業は全校区で実施したいという思い

があるものの、子どもの生活実態調査の結果を受けて、現在大阪

市の中で別のモデル事業が実施されており、その事業の広がりとの

兼ね合いで、西成区に何が必要かを見極めながらどのように事業を

展開していくかが課題となっている。

□元年度に対応

■2年度に対応（予定）

□引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

3

【まなび塾・ジャガピースクール】

参加児童数が思いのほか伸びていないとあるが、いろいろなアプ

ローチを行っていただきたい。

周知方法としては、単にチラシを配布するだけでなく、懇談会等を

通じて親に対して手渡したり、手続きしていただいたりと、徐々に増

やしていっている。また、無料の体験会のようなものを開催すれば、

お友達同士で来てくれたりするので、そういうところを活用していきた

い。

■元年度に対応

□2年度に対応（予定）

□引き続き検討

□対応困難または不可

□その他
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4 乾副議長

【英語コミュニケーション事業・読書活動推進事業　等】

子育て世代の親としてはとてもいい取り組みをしてもらっているの

に、このような取り組みをしていることを知っている人は少ないと思う。

もっと、色々なところでアピールをしてもらえればと思う。

　アピール不足かと思うので、どのような媒体・手法を活用するのが

効果的か、今後検討していく。 □元年度に対応

□2年度に対応（予定）

■引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

5 山本委員

【西成しごと探偵団】

夏休み期間中の実施なので、子どもは参加できても働いている保

護者が多いため、保護者同伴が条件というところが申し込みが少な

い原因ではなか。

　今回はお試しという感じで、試行錯誤の中準備している。今回い

ただきましたご意見も考慮しながら、次回の取組みに活かしていく。
□元年度に対応

■２年度に対応（予定）

□引き続き検討

□対応困難または不可

□その他
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